
二
十
一
世
紀
の
沖
縄
水
産
業�

�

　
　
　
　
　
の
発
展
を
目
指
し
て�

�

「 

沖
縄
型
海
洋
牧
場
構
想
推
進
調
査
」概
要�

は
じ
め
に�

　
沖
縄
の
水
産
業
は
排
他
的
経
済
水
域

の
定
着
に
伴
い
、沿
岸
・
沖
合
域
の
活
用

に
よ
る「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」、「
資
源

管
理
型
漁
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�
  こ

の
た
め
、亜
熱
帯
で
あ
る
沖
縄
の
海
洋
・

生
物
特
性
を
踏
ま
え
た
沖
縄
型
の
資
源

管
理
型
漁
業
の
推
進
方
策
、海
洋
環
境

の
活
用
に
よ
る
養
殖
振
興
方
策
の
提
示
、

並
び
に
水
産
業
の
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い

現
状
を
直
視
し
、二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
水
産
業
の
未
来
像
づ
く
り
の
た
め
の

振
興
策
の
策
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
沖
縄
型
海
洋
牧
場
構
想
推
進

調
査
」が
実
施
さ
れ
、そ
の
結
果
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。�

�

一 

沖
縄
型
海
洋
牧
場
構
想
推
進
調
査
フ
ロ
ー�

　
　
　
図
ー一 

参
照�

二  

調
査
結
果
概
要�

（
一
）放
流
技
術
開
発
調
査�

●
人
工
種
苗
の
生
態（
群
集
性
な
ど
の�

行
動
）や
放
流
後
の
低
摂
餌
状
態
か
ら
、 

人
工
種
苗
は
放
流
後
捕
食
を
受
け
易
す 

く
、種
苗
生
産
及
び
種
苗
の
食
害
防
除 

の
た
め
の
馴
致
技
術
の
中
で
の
種
苗
性 

の
改
良
が
必
要
。�

●
生
息
場
所
が
共
通
し
て
い
る
捕
食
者 

と
の
共
存
あ
る
い
は
排
除
、捕
食
者
か
ら

の
保
護
な
ど
、特
に
小
型
種
苗
の
食
害
を

回
避
す
る
こ
と
が
必
要
。�

●
好
適
な
放
流
の
場
所
、時
期
、サ
イ 

ズ
、

方
法
な
ど
に
つ
い
て
経
済
性
も
含
め
て
の

検
討
が
必
要
。�

●
放
流
魚
の
天
然
環
境
へ
の
馴
致
技
術 

や
保
護
育
成
礁
の
開
発
な
ど
の
検
討
が 

必
要
。�
������������（

二
）養
殖
技
術
開
発
調
査�

ア
養
殖
シ
ス
テ
ム
調
査�

（
ア
）養
殖
場
造
成�

●
沖
縄
周
辺
海
域
の
海
象
条
件
に
対
応

す
る
養
殖
場
造
成
は
可
能
。�

●
リ
ー
フ
内
に
お
い
て
は
、リ
ー
フ
へ
の
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
配
慮
と
完
成
後
の

養
殖
場
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
十
分
な
検

討
が
必
要�

●
リ
ー
フ
外
で
は
、外
洋
性
の
長
周
期
の

波
に
対
応
し
た
消
波
構
造
物
が
開
発
さ

れ
て
お
り
、沖
縄
海
域
へ
の
適
用
は 

可
能

で
あ
る
が
異
常
気
象
対
応
と
し
て
、生
け

簀
の
待
避
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。�

（
イ
）養
殖
場
の
利
用�

●
陸
上
養
殖
施
設
は
、経
営
条
件
が
厳 

し
い
こ
と
か
ら
、公
的
施
設
と
し
て
地
域

の
中
間
育
成
施
設
の
整
備
が
考
え
ら
れ
る
。�

●
リ
ー
フ
内
養
殖
場
で
は
、静
穏
が
保
た
れ
、

作
業
性
に
優
れ
て
お
り
、当
歳
魚
か
ら
二

歳
魚
の
育
成
場
と
し
て
利
用 

で
き
る
。�

●
リ
ー
フ
外
養
殖
施
設
は
大
規
模
養
殖 

生
産
場
と
し
て
良
質
の
成
魚
生
産
が
で 

き
る
。ま
た
、消
波
堤
に
よ
り
、漁
港
の
静

穏
性
が
高
ま
り
、漁
港
整
備
の
一
環
と
し

て
の
多
機
能
施
設
と
し
て
利
用
可
能
。�

イ
　
経
営
条
件
・
新
魚
種
導
入
等
調
査�

 

（
ア
）沖
縄
県
産
ク
ル
マ
エ
ビ
の
生
産
、流�

　
　 

通
、需
要
量
調
査�

●
ク
ル
マ
エ
ビ
の
生
産
は
、高
い
生
産
技
術

と
水
質
に
恵
ま
れ
、市
場
で
、高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。�

●
需
要
の
低
迷
に
よ
り
県
内
生
産
業
者 

の
競
合
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。�

●
単
な
る
増
産
体
制
は
、市
況
を
悪
化 

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、新
規
市
場
の
創
出
、

既
存
市
場
の
深
耕
が
不
可
欠
。�

●
産
地
に
お
け
る
営
業
・
企
画
機
能
や 

組
織
機
能
の
充
実
が
必
要
。�

 

（
イ
）新
規
魚
種
の
市
場
性
評
価
に
係
る
調
査�

●
新
規
魚
種（
ス
ギ
）は
県
内
外
で
白
身

商
材
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

養
殖
の
新
規
魚
種
と
し
て
有
望
。�

●
身
質
が
近
い
既
存
魚
の
代
用
品
に
終 

わ
る
可
能
性
が
あ
り
、商
材
と
し
て
の
位 

置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。�

●
歩
留
ま
り
の
低
さ
、輸
送
コ
ス
ト
問
題
か

ら
、県
外
出
荷
に
つ
い
て
は
、産
地
段
階
で
の

フ
ィ
レ
加
工
及
び
品
質
チ
ェッ
ク
を
行
い
安

全
性
の
高
い
出
荷
体
制
の
構
築
が
必
要
。�

●
長
期
的
な
需
給
状
況
を
判
断
し
て
、 

既
存
養
殖
魚
種
と
の
総
合
的
な
バ
ラ
ン 

（図ー1）　沖 縄 型 海 洋 牧 場 構 想 推 進 調 査 フ ロ ー�
１ 放流技術開発調査� ２ 養殖技術開発調査�

４ 沖縄型海洋牧場構想推進調査検討委員会�

３ 水産業振興方策検討調査�
スジアラを対象として、�
　生息環境調査、生物相調査、標�
　識放流調査、行動調査、被捕食�
　状況調査、摂餌選択性試験、隠�
　れ場選択性試験�
などを行い放流技術について検討�

　沖縄における魚類養殖を推
進するための、① 陸上養殖施
設、②リーフ内養殖施設の試
設計を行い、沖縄における養
殖施設の具備すべき条件を
検討�

　沖縄における「資源管理型漁業」「つくり育てる漁業」の推進を図る�
観点から総合的な検討を行い、水産業の振興方策を提示�

　経営条件・新魚種導入の可能性
について、水産流通の視点から､① 
クルマエビの生産・出荷体制に係
る改善課題、② 新規魚種の市場
性の評価、③ 県産魚種の需給結
合を促進するための改善課題につ
いて検討�

　沖縄の水産業を取り巻く情勢や水
産業そのものが持つ多様な側面につ
いて、水産業を担う関係者を中心に意
向調査を行い、漁業者自らの意見、考
え方を集約し、水産業の方向性等を明
確にするとともに、漁業経営安定のた
めに必要な２１世紀を展望した振興策
の具体的方策を検討�

（１）養殖システム調査 （２）経営条件・新魚種導入調査�

小形超音波発信器を装着したスジアラ人工種苗�

〈農林水産部〉�
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ス
を
考
慮
し
た
生
産
が
必
要
。�

（
ウ
）県
内
産
水
産
物
の
県
内
消
費
拡
大

の
た
め
の
調
査�

●
消
費
者
の
根
強
い
県
産
固
有
魚
種
へ 

の
需
要
が
存
在
。�

●
県
産
魚
の
水
揚
量
が
少
な
く
、輸
入 

水
産
物
が
補
完
・
代
替
的
な
機
能
を
果 

た
す
。�

●
県
産
魚
の
需
要
や
輸
入
魚
へ
の
対
策 

を
講
じ
る
た
め
に
は
取
引
の
全
体
像
が 

把
握
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
。�

（
三
）水
産
業
振
興
方
策
検
討
調
査�

　
水
産
業
関
係
者
か
ら
意
向
調

査
を
行
っ
た（
図
ー
二
参
照
）�

�（
四
）ま
と
め�

　
今
後
、本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

沖
縄
の
水
産
業
を
振
興
す
る
立

場
か
ら
の
総
合
的
な
検
討
を
行
い
、

必
要
な
開
発
調
査
事
業
を
継
続

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、巨
視
的

な
海
洋
牧
場
振
興
事
業
の
実
施

が
可
能
と
な
り
、そ
の
成
果
が
期

待
で
き
る
。�

・ 沿岸漁場の荒廃（赤土、埋め立てによる影響）�
・ 乱獲等による資源量の減少�

・ 回遊性魚類主体ゆ�
   えの不安定な漁獲�
・ 不安定な魚価�

・ 販路の整備�
・ 加工場の整備�
・ 直販店での販売�
・ 特産加工品の開発�

・ パヤオ等魚礁�
   の効果的設置�
・ 耐久性のある�
   パヤオ設置�

・ 観光漁業との�
   複合経営�

・ 養殖業の展開�
・ 養殖技術の�
   確立�

・ サンゴ礁域の環�
   境保全、回復�
・ 種苗放流等栽培�
   漁業の推進�
・ 資源管理の推進�

漁場の沖合化�
（パヤオ、ソデイカ等）�

限られた資源を対象とした沿岸漁業�
（サンゴ礁域利用漁業）�

漁業経費の増大� 経営確保のための乱獲助長�

現状・問題点�

考えられる方向性�

流通・加工� 漁場造成� 観光漁業�

（図ー2）　意向調査による現状・問題点、方向性の整理�

養殖業� 沿岸資源有効利用�

現象�

二十一世紀の沖縄水産業の発展を目指して�


